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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第59期

第１四半期累計期間
第60期

第１四半期累計期間
第59期

会計期間
自　平成23年10月１日
至　平成23年12月31日

自　平成24年10月１日
至　平成24年12月31日

自　平成23年10月１日
至　平成24年９月30日

売上高 (千円) 4,924,370 4,635,469 16,396,087

経常利益 (千円) 301,157 264,332 298,565

四半期(当期)純利益 (千円) 159,341 157,316 145,581

持分法を適用した
場合の投資利益

(千円) ― ― ―

資本金 (千円) 814,340 814,340 814,340

発行済株式総数 (千株) 5,098 5,098 5,098

純資産額 (千円) 9,440,852 9,493,120 9,430,824

総資産額 (千円) 12,809,537 12,733,565 12,367,293

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 31.38 30.99 28.68

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

１株当たり配当額 (円) ― ― 20.00

自己資本比率 (％) 73.7 74.6 76.3

(注) １　当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては、記載しておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　持分法を適用した場合の投資利益は、関連会社がないため、記載しておりません。

４　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載しておりま

せん。

　

２ 【事業の内容】

当第１四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。

　なお、当社は子会社及び関連会社を一切有しておりません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等は行われておりません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）業績の状況

当第１四半期累計期間におけるわが国の経済は、東日本大震災の復興需要を背景として回復基調にあ

るものの、欧州諸国の財政危機問題をはじめとする世界経済の減速を背景とした長期的な円高、近隣諸国

との関係悪化を受けた輸出不振により、景気の先行きは依然として不透明なまま推移いたしました。　

当社を取り巻く市場環境も、消費者の生活防衛意識の高まりから、節約志向、低価格志向が恒常化して

おり、また、前事業年度での収穫期の不作により仕入価格が高騰した原料海苔の影響によるコスト高な

ど、大変厳しい環境となりました。

このような状況のもと、当社では消費者のニーズに合った製品の強化に努めるとともに、販売促進費を

はじめとする経費の削減に努めてまいりました。

その結果、当第１四半期累計期間の売上高は4,635百万円（前年同期比5.9％減）となりました。利益面

におきましては、営業利益は257百万円（前年同期比13.3％減）、経常利益は264百万円（前年同期比

12.2％減）、四半期純利益は157百万円（前年同期比1.3％減）となりました。　

以下、品目別売上高の状況は次のとおりであります。

家庭用海苔につきましては、消費者ニーズに合った製品の強化を図るため、一部製品のリニューアルを

実施するとともに、販売促進費の削減を推し進めた結果、売上高は1,633百万円（前年同期比8.5％減）と

なりました。進物品につきましては、ギフト市場の低迷が続いており、売上高は860百万円（前年同期比

11.7％減）となりました。ふりかけ等につきましては、競合他社との販売競争激化により、売上高は949百

万円（前年同期比2.0％減）となりました。業務用海苔につきましては、売上高は1,182百万円（前年同期

比0.2％減）となりました。　

　

(2）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

(3）研究開発活動

当第１四半期累計期間における研究開発活動の金額は、10百万円であります。

　なお、当第１四半期累計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 11,561,360

計 11,561,360

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成24年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成25年２月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 5,098,096 5,098,096
大阪証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
(スタンダード)

単元株式数
1,000株

計 5,098,096 5,098,096－ －

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成24年10月１日～
平成24年12月31日

－ 5,098,096 － 814,340 － 1,043,871

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日（平成24年９月30日）に基づく株主名簿による記

載をしております。

　

① 【発行済株式】

　 　 　 平成24年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個)  内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式(自己株式等) － － －

議決権制限株式(その他) － － －

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

普通株式 22,000
－ 単元株式数1,000株

完全議決権株式(その他)
　

普通株式5,039,000
　

5,039 同上

単元未満株式
　

普通株式 37,096
　

－ －

発行済株式総数 5,098,096－ －

総株主の議決権 － 5,039 －

(注)  「単元未満株式」の欄には、当社所有の自己株式224株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成24年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社大森屋
大阪市福島区野田
４丁目３番34号

22,000 － 22,000 0.43

計 － 22,000 － 22,000 0.43

　

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣

府令第63号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間(平成24年10月１日から

平成24年12月31日まで)及び第１四半期累計期間(平成24年10月１日から平成24年12月31日まで)に係る四

半期財務諸表について、大阪監査法人による四半期レビューを受けております。

　

３．四半期連結財務諸表について

当社は、子会社がないため、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

前事業年度
(平成24年９月30日)

当第１四半期会計期間
(平成24年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,498,537 2,887,055

受取手形及び売掛金 ※
 2,868,014

※
 3,696,237

製品 675,339 518,547

仕掛品 75,494 72,233

原材料及び貯蔵品 3,440,397 2,781,267

その他 85,360 70,770

流動資産合計 9,643,145 10,026,110

固定資産

有形固定資産

建物 2,068,178 2,068,928

減価償却累計額 △1,641,954 △1,649,623

建物（純額） 426,223 419,305

土地 1,509,111 1,509,111

その他 2,038,826 2,044,540

減価償却累計額 △1,715,362 △1,735,034

その他（純額） 323,464 309,506

有形固定資産合計 2,258,800 2,237,923

無形固定資産 35,808 30,067

投資その他の資産

投資有価証券 206,735 218,595

会員権 29,620 29,620

その他 203,684 201,748

貸倒引当金 △10,500 △10,500

投資その他の資産合計 429,539 439,464

固定資産合計 2,724,147 2,707,455

資産合計 12,367,293 12,733,565

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※
 1,151,123

※
 1,326,346

未払法人税等 74,000 92,000

賞与引当金 93,116 44,363

その他 963,516 1,114,280

流動負債合計 2,281,757 2,576,989

固定負債

退職給付引当金 311,022 316,746

役員退職慰労引当金 341,583 344,695

その他 2,106 2,014

固定負債合計 654,711 663,455

負債合計 2,936,468 3,240,445
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（単位：千円）

前事業年度
(平成24年９月30日)

当第１四半期会計期間
(平成24年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 814,340 814,340

資本剰余金 1,043,871 1,043,871

利益剰余金 7,575,594 7,631,394

自己株式 △21,749 △21,749

株主資本合計 9,412,057 9,467,857

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 18,766 25,263

評価・換算差額等合計 18,766 25,263

純資産合計 9,430,824 9,493,120

負債純資産合計 12,367,293 12,733,565
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(2)【四半期損益計算書】
【第１四半期累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期累計期間
(自 平成23年10月１日
　至 平成23年12月31日)

当第１四半期累計期間
(自 平成24年10月１日
　至 平成24年12月31日)

売上高 4,924,370 4,635,469

売上原価 3,009,838 2,934,931

売上総利益 1,914,531 1,700,537

販売費及び一般管理費 1,618,094 1,443,473

営業利益 296,437 257,064

営業外収益

受取利息 30 32

受取配当金 2,202 2,364

為替差益 264 2,230

助成金収入 1,296 1,208

雑収入 926 1,432

営業外収益合計 4,720 7,268

経常利益 301,157 264,332

特別利益

補助金収入 1,388 －

特別利益合計 1,388 －

特別損失

固定資産除却損 233 －

固定資産圧縮損 1,291 －

特別損失合計 1,524 －

税引前四半期純利益 301,021 264,332

法人税、住民税及び事業税 97,892 88,260

法人税等調整額 43,787 18,755

法人税等合計 141,680 107,015

四半期純利益 159,341 157,316
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【会計方針の変更等】

　
当第１四半期累計期間

(自  平成24年10月１日　至  平成24年12月31日)

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

　当社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期会計期間より、平成24年10月１日以後に取得した有形固定資産につ

いて、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。

　この変更による当第１四半期累計期間の損益に与える影響は軽微であります。

　

【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)

※　四半期会計期間末日満期手形

四半期会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。な

お、当第１四半期会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期会計期間末日満期手形が、四

半期会計期間末残高に含まれております。

　
前事業年度

(平成24年９月30日)
　

当第１四半期会計期間
(平成24年12月31日)

受取手形
支払手形

3,319千円
264,353千円

　
受取手形
支払手形

406千円
237,045千円

　

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

　

前第１四半期累計期間
(自  平成23年10月１日
至  平成23年12月31日)

当第１四半期累計期間
(自  平成24年10月１日
至  平成24年12月31日)

減価償却費 33,475千円　 33,689千円
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(株主資本等関係)

Ⅰ　前第１四半期累計期間(自  平成23年10月１日  至  平成23年12月31日)

配当に関する事項

配当金支払額

　

(決議) 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年12月20日
定時株主総会

普通株式 101,545 20.00平成23年９月30日 平成23年12月21日 利益剰余金

　

Ⅱ　当第１四半期累計期間(自  平成24年10月１日  至  平成24年12月31日)

配当に関する事項

配当金支払額

　

(決議) 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年12月18日
定時株主総会

普通株式 101,517 20.00平成24年９月30日 平成24年12月19日 利益剰余金

　

　

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社は食料品の製造・販売並びにこれらの付随業務を営んでおりますが、その他の事業の重要性が乏

しいため、セグメント情報の記載を省略しております。

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第１四半期累計期間
(自　平成23年10月１日
至　平成23年12月31日)

当第１四半期累計期間
(自　平成24年10月１日
至　平成24年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額(円) 31.38 30.99

    (算定上の基礎) 　 　

四半期純利益(千円) 159,341 157,316

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る四半期純利益(千円) 159,341 157,316

期中平均株式数(株) 5,077,270 5,075,872

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式がないため記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成25年２月14日

株式会社大森屋

取締役会　御中

大阪監査法人

　

代表社員
業務執行社員

　 公認会計士    橋本　義嗣    印

　
代表社員
業務執行社員

　 公認会計士    坂東　和宏    印

　
　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社大森屋の平成24年10月１日から平成25年９月30日までの第60期事業年度の第１四半期会計期間（平成24
年10月１日から平成24年12月31日まで）及び第１四半期累計期間（平成24年10月１日から平成24年12月31日
まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レ
ビューを行った。

　
四半期財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半
期財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期
財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれ
る。　

　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に
対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当
と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社大森屋の平成24年12月31日現在の財政状態及
び同日をもって終了する第１四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて
の重要な点において認められなかった。

　
利害関係　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２  四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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